
 

 

 

 

水無月 

北部九州も梅雨に入って、先週は金、土、日曜日と雨が降り続きました。川の水も増えたので心配

をしました。月曜日には雨も上がり、子どもたちは安心して登下校ができました。 

人間とは勝手なもので、雨の日ばかり続くと晴れて欲しいと思い、晴れの日ばかり続いて水不足な

どになると、雨が降って欲しいと思うものです。 

さて、６月は「水無月」と呼ばれています。雨が多いのになぜ「水が無い月」と書くのか疑問に思

われる方も多いと思います。この「無」の字は、「の」にあたる意味で使われており、「水の月」とい

う意味があるそうです。なぜ、６月が「水の月」なのか諸説があるそうですが、「田に水を引く月で

ある」ことも、その説のひとつだそうです。 

学校では、プールの使用が始まる月です。９日・１０日

に学年ごとに「プール開き」をしました。まだ少し冷たさ

を感じる日もありますが、夏の始まりを告げました。水に

感謝し、水の事故に遭わないように気をつけていきます。               

育友会でも先日、本部と施設保体部を中心に、水難事故防

止の竹竿や看板の準備をしていただきました。それを各地

区の役員さんにお願いし、設置をしていただいたことと思

います。また、昨日（１３日）は、「防犯パトロール講習会」にも、たくさんの保護者の皆様が参加

していただきました。ありがとうございました。 

がんばった自転車競技大会・陸上記録会 

朝日小の代表として、２つの大会で５・６年生の代表の子どもたちが力を発揮してくれました。も

ちろん順位や記録も大切ですが、子どもたちの競技に臨む態度や応援の態度が良かったと思います。

学校の代表として、朝日小の存在を示してくれました。学校外で他校の子どもたちと競った経験は、

これからの取組への力になったことと思います。                 

<武雄地区自転車競技大会参加者（敬称略）>総合４位 

６年：奥恭紘、松尾晴樹、眞名子晴輝、山口成美、奥彩華 

<武雄市陸上記録会上位入賞者（敬称略）> 

１位 田中遼士（５年男子１０００Ｍ）、   土橋伊万里（５年女子走り幅跳び） 

２位 山田昭汰（６年男子６０Ｍハードル）、 本村大樹（６年男子１０００Ｍ） 

   深町涼太（５年男子走り高跳び） 

３位 山口凛花（５年女子１００Ｍ）、    松浦遼太（５年男子１００Ｍ）   

   辻 恵理（５年女子８００Ｍ） 

雨の日は読書 

「晴耕雨読」という訳ではありませんが、子どもたちには、雨の日の過ごし方として「読書」をす

すめました。「イソップ童話」を紹介し、２５００年前から語り継がれているこの簡単な絵本でも、

いろいろなことを教えてくれることを話しました。本を読むといろいろな力をもらいます。単に物知

りになるというだけでなく、感動や驚きを通して自分のやる気を引き出してくれることもあります。 

 学校では、朝読書の時間を週４回に増やしました。わずか１０分間ですが、１年間継続していくと

大きな力になります。ご家庭でも本の話題を出してみてください。 

「元気で勉強 みんな仲よし」 

校長だより 文責 中村和彦 
平成 23 年 6 月 14 日号 

朝日っ子 


